
 【名古屋市版】「緊急小口資金特例貸付」の申込手続きのご案内  

１ 対象の確認 

  緊急小口資金特例貸付は、以下に該当する方が対象となります。 

□ 新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計 

維持のため貸付を必要とする世帯 

※申込にあたっては、借入申込書の上段に記載された事項（９つ）への同意が必要となります。 

２ 必要書類の準備   

  ◆ご準備いただく必要書類 

□ ①住民票（世帯全員／原本／発行３か月以内） ※本籍地・マイナンバー表示は不要 

※続柄を記載 ※外国籍の方は在留資格・期間を記載 【別紙交付申請書記載例を参照】 

 □ ②通帳、またはキャッシュカード（写） 

（金融機関名、支店名、口座名義、口座番号の分かる部分のコピー） 

□ ③本人確認書類（写） ※いずれか１つ 

ア. 運転免許証（住所変更している場合は両面コピー） 

イ. 健康保険証（お名前、生年月日、住所の記載のある箇所は全てコピー） 

ウ. マイナンバーカード（保護ケースに入れたまま表面のみコピー） 

エ. パスポート（顔写真のページ、所持人欄（現住所の記載）のページのコピー） 

□【外国籍の方の場合は必須】  

在留カード（または特別永住者証明書）（住所変更している場合は両面コピー）  

   ※上限額（２０万円）以内で残りの額の再貸付を希望する場合、貸付金の送金の事実（送金先と送金が確
認できる（記帳された）預金通帳のコピー提出）をもって、①③の提出を省くことができます。 

３ 借入申込書等の記入・押印 （記入例を参照ください）  

 ◆ご記入・押印いただく書類（名古屋市社会福祉協議会ホームページよりダウンロードください） 

□ ⑴緊急小口資金特例貸付 借入申込書     ⇒ 署名 1か所・記名 1か所・押印 1か所 

□ ⑵緊急小口資金特例貸付 借用書                   ⇒ 記名 1か所・押印 1か所 

□ ⑶緊急小口資金特例貸付に関する重要事項説明書     ⇒ 記名 1か所・押印 1か所 

□ ⑷収入の減少状況に関する申立書                   ⇒ 記名 1か所・押印 1か所 

≪ご記入いただく際の注意事項≫ 

・記入例を参考に記入・押印してください（記入は黒のボールペン）。 

・必ず申込者が自筆で署名、記入ください。 

・訂正は二重線を（ ○○ ）を引き、余白に記入してください。 

・本名と通称が異なる方は、本名（住民票の記載どおり）でお申し込みください。 

４ 送付前の確認・郵送    

   確認チェックリストで必ずご確認いただき、「お住まいの区の社会福祉協議会」に郵送ください。 

※郵送料はお客さまのご負担となりますのでご了承ください。 

５ お住まいの区の社会福祉協議会にて申込書類の点検・愛知県社会福祉協議会へ送付   

   申込書類の記入や書類の漏れがなければ、愛知県社会福祉協議会への送付を行います。 

６ 愛知県社会福祉協議会にて申込書類の確認・貸付金の資金交付   

愛知県社会福祉協議会で申込書類の確認後、貸付金の資金交付を行います。 

愛知県社会福祉協議会の申込書受理日から１週間程度に送金されます。今後、お申し込みが集中

した場合、遅れることがございますのでご了承ください。 

 

記入や押印の漏れがあった場合は、資金の交付が遅くなります。 

ご不明な点等がございましたら、臨時事務センターまたはお住まいの区の社会福祉協議会にお問い合わせください。 

 



 

 

★住民票の交付申請される際、以下の点にお気をつけ願います。 

 

・世帯全員分 

住民票が分かれている場合も、申込書に記載された方々の住民票について、 

それぞれご用意ください。 

【表示が必要な項目】 

・続柄 

・（外国籍の方）在留資格・在留期間 

（単身世帯でも）

必ずチェック☑を 

外国籍の方はここ（在留資格・

在留期間・在留期間満了の日）

にもチェック☑を 

「コロナによる特例貸付の申込に必要なため」 

と申し出ることで手数料が免除になります。 

（単身世帯でも）

世帯全員に記入 

別紙 


